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山下善道 

３ 要旨 

放射線量が高く、表土剥ぎ＋客土による農
地除染が行われた旧避難区域等のほ場では、
土壌肥沃度のばらつきが懸念されており、こ
れを解消するための土壌肥沃度改善システ
ムを開発した。 

 
（１） 本システムはトラクタに搭載したハイ

パースペクトルセンサにより土壌肥沃
度の指標となる炭素含有率を計量・可
視化する「センシング／マッピング」技
術と、これを選択変換した処方せんマ
ップに基づく「高機能堆肥の可変散
布」技術により構成される（図 1）。 

（２） 技術の詳細は、概要パンフレット「圃場内の土壌肥沃度ばらつき改善システム＜土壌肥沃度
の見える化＞＋＜高機能堆肥の可変散布＞」としてまとめ、農業総合センターHP で公開予
定である。 
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図 1 土壌肥沃度改善システムの概要 


